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　西条市を始め、愛媛県下
の小中学生を対象としたミ
ニマイコンカー教室が開催
されました。58組141人の参
加者は、ミニマイコンカー
の組み立てからプログラミ
ング、コースでの試走を行
い、ものづくりの体験とミ
ニマイコンカーがコースを
走りゴールした達成感を家
族と共に味わいました。こ
の教室は、地域貢献をめざ
す同社のルネサスブランド
アップ作戦の一環として行
われ、来年度も開催されま
す。小中学生の皆さん、ぜ
ひ参加してみませんか。

　３月７日、ひうち陸
上競技場で合宿中（３
月４～７日）の京都産
業大学サッカー部の皆
さんによるサッカー教
室が開催されました。
　当日、教室に参加し
た約50人の小学生は、
同サッカー部のヘッド
コーチであり、日本代
表として活躍されてい
た本並健治氏から直接
指導を受け、目を輝か
せながらボールを追い
かけていました。

【写真】
コース試走(左)
手づくりのミニマ
イコンカー(右)

　先月号で紹介したスノーボードのハーフパイプ種目で大活躍
の藤田一海選手（西条スキークラブ所属）が、２月23日に岐阜
県郡上市で開催されたスノーボードワールドカップで悲願のワ
ールドカップ初制覇の偉業を達成しました。
　藤田選手のワールドカップ出場は今回で２度目。決勝１本目
は失敗に終わったものの、２本目は横２回転半、５回のエアー
をすべて成功させるなど完璧な滑りを見せました。
　キスマークカップ、高井富士カップ、ワールドカップと優勝
して波に乗っている藤田一海選手への期待は膨らむばかり。関
係者も、2010年バンクーバー冬季オリンピック出場に大きな手
ごたえを感じたようです。

 去る２月24日、県武道館で開催された「第56回全日本都道府県対抗剣道
優勝大会 愛媛県大会」において、田邊智将さん（北条）、僚一さん（三
津屋）兄弟が、それぞれ副将の部と次鋒の部で優勝し、4月29日に大阪市
で開催される全国大会に愛媛県代表として出場することとなりました。
 また、代表チームの一員として出場する二人に加え、このチームを束ね
る監督が父親でもある田邊重義さん（三津屋）。重義さん自身も過去に
この大会に出場した経験もあり、今回の親子三人での出場に監督である
重義さんからは「自分が初出場した時のベスト８をまず目標にしてその
上をめざしたい」と力強いコメントをいただきました。
　日々、自己鍛錬はもとより少年剣士の育成にも力を注がれている田邊
家のみなさん。本大会でのご活躍を期待しています。

親子の固い絆が
光る田邊一家

▲

（写真左から）
次鋒の部で優勝
した僚一さん、
監督の重義さん、
副将の部で優勝
した智将さん

　昨年11月11日に行われた愛媛スポーツ・レクリエーション祭2007剣道
競技団体戦において優勝し、静岡県武道館で開催の「第30回全国スポー
ツ少年団剣道交流大会」出場が決定した西条市スポーツ少年団Ａ。
　チームの構成は建武館と吉岡剣道の両スポーツ少年団のメンバーで、
普段は週３～４回、時期によればほぼ毎日２時間稽古をしているそうで
す。次代を担う子どもたちも、たくましく立派に活躍しています。

　次世代育成支援スポ
ーツ事業の一環として
フットサル教室が開催
されました。
　今回の教室では、日
本代表選手が多数所属
する日本フットサルリ
ーグの強豪“バルドラ
ール浦安”の選手を講
師に迎え、子どもたち
を熱心に指導していた
だきました。
　子どもたちも未来の
フットサル選手を夢見
ながら、一生懸命練習
に励んでいました。
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　多忙な生業のかたわら、崇高な消防精神と強い責任感をもっ
て住民生活を守る消防団員が一堂に会し、威風堂々の分列行進
や日頃の訓練の成果を披露しました。
　フィナーレには愛媛県消防防災ヘリコプターと消防自動車18
台による五色の華やかな一斉放水が行われ、関係者や会場を訪
れた家族連れの皆さんからも大きな拍手が起こっていました。
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　本物の舞台芸術に身近に触れる機会を提供し、芸術を愛する心を育
て、豊かな情操を養うことを目的とした文化庁の「本物の舞台芸術体
験事業」の一環として、吉岡小学校で「京フィル夢いっぱいコンサー
ト」が開催されました。
　「クオリティは高く、ステージは楽しく」という京フィルのポリシ
ーのとおり、生まれて初めてバイオリンを手にした児童がオーケスト
ラと一緒に演奏をしたり、校歌をオーケストラの演奏で歌ったりと、
児童は音楽を心から楽しむことを体感した一日になったようです。
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　歌手の岩崎宏美さ
んをゲストに迎え、
「佐田玲子ミュージ
ックエッセイ」の公
開録音が総合文化会
館で行われました。
佐田さんの楽しいトー
クと岩崎さんの美しい
歌声に会場からは大き
な拍手が起こっていま
した。トークでは市長
も参加し、大いに西条
市のＰＲをしました。

　平成19年10月から発掘調査が実施されている飯岡の「池の内遺跡」
で、現地説明会がありました。これまでに古代の遺物や建物跡等が見
つかり、昔の人々の暮らしを知る手がかりが多く発掘されています。
当日は、約150人の参加者があり、皆さん古代のロマンに胸をときめ
かせていました。

　市内でボランティ
ア活動を行っている
50の団体が一堂に集
い、ボランティアフ
ェスティバルが開催
されました。ステー
ジでは、手話コーラ
スやバンド演奏、会
場の入口では手づく
り製品も販売され、
市民がボランティア
活動を知る良い機会
となっていました。

　努力の積み重ねである市民大学の卒業式（写真左）が中央公民館で
開催され、３名が卒業されました。卒業式後の文化講演会では、講
師の金田一秀穂先生が「心地よい日本語」と題して、最近の
日本語文化をユーモアを交えながら話していただき、約500人の参加
者は興味津々で先生の言葉を楽しみながら聞いていました。

　恒例の「椿一輪展」が椿交流館前で小松つばき会・小松地区
老人クラブ連合会の主催で開催されました。
　訪れた人は、美しい一輪挿しの作品、小松特有の「篤山椿」
などに見入っていました。また、即売コーナーでは、つばき会
の会員に熱心に育て方を聞く人の姿も多く見られました。
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